
　　　　

2025 年 1 月 22 日

平日

学校休暇期間

11

10
時

30

30
分から

17

16
時

30

30
分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・誕生日会・避難訓練

家族支援

・その日に取り組んだ学習内容を連絡帳にて送信しています。

・教室で気になることがあれば保護者様に報告し、聴き取りを行います。

・お子様の発達上の課題についての気付きを促し、ご家族との連携支援に努め

ます。

移行支援

・具体的な意向を想定したお子様の発達評価を行い、保護者様の意向確

認や情報共有を行います。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用しています。

・学校、福祉サービス等と連携をとったり連携会議等を行って情報共有してい

きます。
職員の質の向上

・支援研修を月２回以上行い、お子様の特性に応じた対応や学習支援方

法について学びます。

支　援　内　容

・お子様に応じた日々の約束事を決め確認を行います。

・お菓子つくり等の調理活動を取り入れ、料理の楽しさを持ってもらいます。

・準備、後片付けなども自身の力で出来るよう、見通しを立てたスケジュールの開示を行います。

・正しい姿勢で学習に取り組めるよう、声掛け、固有感覚の向上につながるプログラムを取り入れます。

・プリントやゲームを通じて目や指先の微細運動を取り入れたり、集団行動で室内・室外でできる運動を行い体の使い方を学びます
本

人

支

援

・お子様自身に目標設定・振り返りを行えるよう声掛けをし時間やルールを意識させたり、達成できたことに共に喜び合える環境を心掛け自己肯定感を育みます。

・主に個別の学習プリントを取り入れ学力する事の習慣化、成功体験を増やしていけるよう支援します。

・工作や調理活動により、完成をイメージしながら手順通りに作る経験を実施します。

・主に個別の学習プリントにより、ひらがな・カタカナ・漢字の読み書きや組み立て方など、語彙力を身に着けられるように支援します。

・個別、集団活動、学習時間を通じて相手に口頭や文章で自分の想いや考えを伝えられるように支援します。

・個別に、日常生活での困りごと・人間関係のトラブルの振り返りなどＳＳＴを行います。

・集団生活全般を通して、周囲への適切な声掛けや気持ちのコントロール方法を学んでいきます。

支援方針

『できた！』が増えることで自己肯定感を高めていけるよう、スモールステップでお子様の成長をサポートしていきます。

学習支援に力を入れ、着席して机に向かう力が向上できるよう、ご利用者様1人1人に合ったプログラムを作成し対応します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 成功体験を増やして自己肯定感を高めていくことを目指します。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスmagnet 作成日支援プログラム（参考様式）


